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Mukae H, Izumikawa K: Adjunctive Corticosteroid Therapy for Inpatients with Mycoplasma pneumoniae Pneumonia. BMC 
Pulm Med 17: 219-219, 2017 (IF: 2.721) 

64. Nakamura S, Miyazaki T, Izumikawa K, Kakeya H, Saisho Y, Yanagihara K, Miyazaki Y, Mukae H, Kohno S: Efficacy and 
safety of intravenous peramivir compared with oseltamivir in high-risk patients infected with Influenza A and B viruses: a 
multicenter, randomized, controlled study. Open Forum Infect Dis 4(3): ofx129, 2017 (IF: 3.240) 

65. Kamijo M, Kitamura M, Muta K, Uramatsu T, Obata Y, Nozu K, Kaito H, Iijima K, Mukae H, Nishino T: A case of mild 
phenotype Alport syndrome caused by COL4A3 mutations. CEN Case Rep 6(2): 189-193, 2017 

66. Higashino M, Murata M, Morinaga Y, Akamatsu N, Matsuda J, Takeda K, Kaku N, Kosai K, Uno N, Hasegawa H, Yanagihara 
K: Fluoroquinolone resistance in extended-spectrum β-lactamase-producing Klebsiella pneumoniae in a Japanese tertiary 
hospital: silent shifting to CTX-M-15-producing K. pneumoniae. J Med Microbiol 66(10): 1476-1482, 2017 (IF: 2.112) 

67. Uramatsu T, Obata Y, Kamijo M, Muta K, Kitamura M, Kawasaki S, Hirose M, Nishikido M, Mukae H, Nishino T: A case 
report validating the usefulness of cell-free and concentrated ascites reinfusion therapy for the treatment of exacerbation of 
chronic renal failure caused by lymphorrhea after surgery for bile duct cancer. Acta Medica Nagasakiensia 61(1): 17-21, 2017  
(IF: 0) * 

B 邦文 
B-a 
1. 立和田 隆, 小田桂士, 石本裕士, 畑 亮輔, 笹原陽介, 鳥井 亮, 池上博昭, 伊藤千与, 矢寺和博, 迎 寛: EBUS-TBNA

では組織診断が得られなかったサルコイドーシス症例の検討. 気管支学 39(1): 7-11, 2017 

2. 井手口周平, 城戸貴志, 赤田憲太朗, 畑 亮輔, 川口貴子, 松永崇史, 山﨑 啓, 川波敏則,  石本裕士, 田中文啓, 矢寺

和博, 迎 寛: 健診で発見された先天性気管支閉鎖症の 1 例. 気管支学 39(1): 48-50, 2017 

3. 澤井豊光, 吉岡寿麻子, 松尾信子, 須山尚史, 迎 寛: 気管支内にポリープ状に突出し気管支鏡検査で診断しえた

Granulocyte Colony Stimulating Factor (G-CSF）産生肺巨細胞癌の１例. 気管支学 39(1): 28-33, 2017 
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4. 白石朝子, 石本裕士, 赤田憲太朗, 川波敏則, 矢寺和博, 迎 寛: 関節リウマチを合併し、びまん性汎細気管支炎類似の

病像を呈した成人 T 細胞性白血病の１剖検例. J UOEH 39(1): 55-61, 2017 

5. 今村圭文, 田中章貴, 田代将人, 西條知見, 山本和子, 宮崎泰可, 塚本美鈴, 泉川公一, 栁原克紀, 迎 寛, 河野 茂: 成
人市中肺炎治療における moxifloxacin および garenoxacin の有効性に関する多施設無作為比較試験. 日本化学療法学会

雑誌 65(2): 168-174, 2017 

6. 赤城和優, 澤井豊光, 吉岡寿麻子, 松尾信子, 須山尚史, 迎 寛: 極細径気管支鏡により確認しえた気管支内過誤腫の

１例. 気管支学 39(6): 530-534, 2017 

7. 北村峰昭, 鳥越未来, 太田祐樹, 山下 裕, 小畑陽子, 中西裕美, 古谷順也, 花田浩和, 望月保志, 錦戸雅春, 酒井英樹, 
迎 寛, 西野友哉: 当院の腎移植患者における塩分摂取量の検討. 日本臨床腎移植学会雑誌 5(1): 28-33, 2017 

B-b 
1. 野口真吾, 矢寺和博, 迎 寛: 呼吸器感染症の細菌叢解析による新知見. Medical Technology 45(5): 530-533, 2017 

2. 迎 寛, 西條知見, 宮崎泰可: カンジダ症の診断と治療. 日本医師会雑誌 146(3): 489-493, 2017 

3. 迎 寛: 今後の肺炎診療における考え方〜日本呼吸器学会からの新しい肺炎診療のガイドライン〜. 長崎市医師会報 
51(6): 13-19, 2017 

4. 井手昇太郎, 迎 寛: 呼吸器感染症の血清・尿検査の最前線. 呼吸器内科  32(1): 50-55, 2017 

5. 井手昇太郎, 今村圭文, 迎 寛: ICU 入院の市中肺炎の予後を改善するための治療戦略は？ 特集呼吸器感染症治療薬

の上手な使い方〜症例から紐解く達人の技〜. 呼吸器ジャーナル 65(3): 432-441, 2017 

6. 西田千夏, 迎 寛: 肺吸虫症の治療薬と治療期間は？ 特集呼吸器感染症治療薬の上手な使い方〜症例から紐解く達

人の技〜. 呼吸器ジャーナル 65(3): 510-517, 2017 

7. 角川智之: 間質性肺炎に、薬はありますか？ 特集 患者さんからよく尋ねられる内科診療の FAQ. 内科 120(3): 
396-398, 2017 

8. 迎 寛: 特集にあたって 高齢者肺炎の社会・医療問題克服を目指して. Pharma Medica 35(8): 7-8, 2017 

9. 石本裕士: 間質性肺炎は５年で死んでしまうと聞きました．それを考えると心配でなりません．どうしたらいいでし

ょうか？ 特集 患者さんからよく尋ねられる内科診療の FAQ. 内科 120(3): 399-401, 2017 

10. 山本和子, 迎 寛: 重症肺炎と自然免疫. 炎症と免疫 24(4): 302-311, 2017 

11. 迎 寛: 【特集】「成人肺炎診療ガイドライン 2017」を読み解く. 呼吸臨床 1(1): e00005, 2017 

12. 今村圭文, 迎 寛: 成人肺炎診療ガイドラインが統合された背景と主な変更点. 月刊薬事 59(13): 2577-2581, 2017 

13. 迎 寛, 巻頭言 これからの肺炎診療. 月刊薬事 59(13): 2575-2575, 2017 

14. 田代将人, 泉川公一: L-AMBによる治療の現状と今後の展望 侵襲性糸状菌感染症. 感染と抗菌薬 20(S1): 26-31, 2017 

15. 田代将人, 泉川公一: 【呼吸器画像診断-エキスパートの視点】 感染症,または感染症と鑑別すべき疾患 画像所見か

ら肺アスペルギルス症の病型を鑑別しうるか?. 呼吸器ジャーナル 65(1): 42-51, 2017 

16. 田代将人, 泉川公一: 環境調査の感染対策への活用. Modern Media 63(5): 112-1, 2017 

17. 田代将人, 泉川公一: 災害時における呼吸器感染症. 呼吸器内科 32(2): 163-167, 2017 

18. 田代将人, 泉川公一: 生体内におけるアスペルギルスの生き残り戦略. Med Mycol J 58(4): J133-J139, 2017 

19. 尾長谷 靖, 迎 寛: COPD の診療：非薬物療法 特集/COPD と喘息の最新治療. 臨床と研究 94(11): 1334-1340, 2017 

20. 迎 寛: 肺炎を診る〜「成人肺炎診療ガイドライン 2017」の活用. CLINIC magazine 582(12): 14-18, 2017 

21. 迎 寛: クラミドフィラ肺炎は市中肺炎としてどの程度の頻度なのか？. 日本医事新報 4883: 54-54, 2017 

22. 田中義正, 千住博明, 岡村春樹: PD-1 免疫チェックポイント阻害剤とその併用療法. 細胞 49(1): 33-40, 2017 

23. 田中義正, 千住博明, 岡村春樹: がん免疫療法と PD-1 免疫チェックポイント阻害剤. アレルギーの臨床 37(2): 74-83, 
2017 

24. 尾長谷 靖, 河野 茂: COPDの慢性期コントロール:生活指導を中心に 特集/COPD診断と治療のトピックス―こんなお

悩み、ありませんか？ メビオ 34(9): 24-31, 2017 

25. 住吉 誠, 宮崎泰可: COPD の感染に伴う急性増悪の対応. Mebio 34(9): 32-37, 2017 
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B-c 
1. 迎 寛: 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業「びまん性肺疾患に関する調査研究」班 特発性肺線維症

の治療ガイドライン作成委員会. 特発性肺線維症の治療ガイドライン 2017, 2017 

2. 迎 寛: 肺炎球菌感染症. 今日の治療指針 2017 年版. 190-191, 2017 

3. 迎 寛: 市中肺炎. 今日の治療指針 2017 年版. 276-278, 2017 

4. 迎 寛: 日本呼吸器学会成人肺炎ガイドライン 2017 作成委員会. 日本呼吸器学会成人肺炎ガイドライン 2017, 2017 

5. 迎 寛: －特発性器質化肺炎－. 朝倉内科学第 11 版 789-790, 2017 

6. 野口真吾, 迎 寛: 院内肺炎. 1336 専門家による私の治療 2017-18 年度版 185-186, 2017 

7. 野口真吾, 迎 寛: 呼吸器感染症診療の分類と特徴 １章呼吸器感染症診療の基礎知識. 呼吸器疾患 診断治療のアプ

ローチ２ 呼吸器感染症 9-16, 2017 

8. 井手昇太郎, 今村圭文, 迎 寛: 呼吸器感染症の関連ガイドラインの概要 欧米のガイドライン １章呼吸器感染症診

療の基礎知識. 呼吸器疾患 診断治療のアプローチ２ 呼吸器感染症 27-37, 2017 

9. 中島章太, 坂本憲穂, 迎 寛: 難治性びまん性肺疾患診療の手引き. 2017 

10. 田代将人, 泉川公一: ～臨床・画像・病理を通して理解できる！～呼吸器疾患：Clinical-Radiological-Pathological アプ

ローチ II 章 呼吸器感染症 ７肺アスペルギルス症 

11. 田代将人, 泉川公一: 呼吸器疾患診断治療アプローチ 呼吸器感染症 肺真菌症 

12. 今村圭文, 迎 寛: 成人の市中肺炎. 診断と治療の ABC 129:呼吸器感染症 76-78, 2017 

13. 城戸貴志, 森本泰夫, 迎 寛: じん肺. 日本呼吸器学会びまん性肺疾患学術部会・厚生労働省難治性疾患政策研究事業,
びまん性肺疾患に関する調査研究班. 気管支肺胞洗浄【BAL】法の手引き(改定第 3 版) 克誠堂出版（株） 118-121, 
2017 

14. 宮崎泰可: 深在性真菌症. 今日の治療指針 2017 年版 221-224, 2017 

B-d 
1. 伊達洋至, 岸 一馬, 高橋和久, 弦間昭彦, 迎 寛、杉山温人, 佐々木信一, 吉野一郎, 大西 洋: IPF 合併肺癌ガイドライ

ン策定部会. 厚生労働科学研究委託事業 難治性疾患実用化研究事業 びまん性肺疾患に関する調査研究 平成 28
年度 研究報告書. 87-89, 2017 

2. 由良博一, 石本裕士, 坂本憲穂, 花香哲也, 小田桂士, 城戸貴志, 矢寺和博, 佐藤 実, 迎 寛: 抗 ARS 抗体陽性特発性

間質性肺炎症例の検討. 厚生労働科学研究委託事業 難治性疾患実用化研究事業 びまん性肺疾患に関する調査研究 

平成 28 年度 研究報告書. 151-155, 2017 

3. 国母成暁, 阿部信二, 神尾孝一郎, 弦間昭彦, 早坂明哲, 竹内正弘, 谷口博之, 迎 寛, 坂東政司, 本間 栄, 馬場智尚, 
小倉高志, 吾妻安良太: 特発性肺線維症の急性増悪患者に対するトレミキシンを用いた血液浄化療法（PMX 療法）の

有効性及び安全性に関する探索的試験. 日本医療研究開発機構研究費 難治性疾患実用化研究事業 びまん性肺疾患

に対するエビデンスを構築する新規戦略的研究 平成 28 年度 研究報告書. 57-64, 2017 

4. 伊達洋至, 岸 一馬, 萩原弘一, 高橋和久, 弦間昭彦, 迎 寛, 石井芳樹, 杉山温人, 佐々木信一, 吉野一郎, 大西 洋: 
IPF 合併肺癌の治療関連急性増悪予防戦略. 日本医療研究開発機構研究費 難治性疾患実用化研究事業 びまん性肺

疾患に対するエビデンスを構築する新規戦略的研究 平成 28 年度 研究報告書. 65-68, 2017 

5. 山本和子: マクロファージ免疫応答に着目した肺非結核性抗酸菌症の病態解明と新規治療への展開. 平成 28 年度 長

崎県医師会医学研究助成金 研究報告書. 長崎県医師会報 2018 年 3 月 15 日発行号. 

6. 河野 茂，宮崎泰可 他: 真菌感染症の病態解明及び検査・治療薬の確立に関する研究．AMED 感染症実用化研究事業 

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業 平成 28 年度 委託研究開発成果報告書 2017. 

B-e 
1. 坂本憲穂, 由良博一, 中島章太, 原 敦子, 角川智之, 石本裕士, 迎 寛: マクロライド少量長期療法が奏効した潰瘍性

大腸炎に合併した細気管支炎の 1 例. Ther Res 38(7): 685-686, 2017 

2. 城戸貴志, 先成このみ, 横山 滿, 川波由紀子, 生越貴明, 高木 努, 小田桂士, 川波敏則, 竹内万彦, 迎 寛, 矢寺和博: 
全身性エリトマトーデスを合併した原発性線毛運動不全症の１例. Ther Res 38(7): 687-688, 2017 

3. 迎 寛: 4, びまん性汎細気管支炎 シンポジウム「気道の難治性疾患治療におけるマクロライドの効果と限界」. Jpn J 
Antibiotic 70(Suppl.A): 41-42, 2017 
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研究業績集計表 教室等名：302 内科学第二

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2017 67 0 0 0 0 67 64 7 25 14 6 3 55 122

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2017 1 0 8 9 8 15 109 132 141

論文総数に係る教員生産係数一覧

2017

Impact factor 値一覧

2017

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

2.759

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

B-bA-b

0.549 4.188 0.955 4

176.553 11.035  


